
平成２9年（２017年）２月3日第１９９号 ひらつか議会だより

　議案８案件は全て原案どおり可
決すべきものと決定しました。
○議案第94号　平塚市民病院の診
療費その他の費用の徴収に関する
条例の一部を改正する条例
　羊水検査の実施要件に当ては
まる方に市民病院で本格実施する
ことを伝えるのか。
　妊婦検診の超音波検査などで
何かの異常を見つけた場合に、こ
ういう検査ができるということを
案内する予定である。全ての妊婦
に勧めることは考えていない。
　羊水検査を病院で受けて、告
知を受けて悩んでいる人、検査を
受けるか悩んでいる人と病院との
仲介役を保健センターが担えない
か。

　相談があれば保健師が対応す
ることになるが、積極的にその仲
介をするかは、今のところ考えて
いない。
○議案第95号　母子生活支援施設
平塚市花水台ハイム条例を廃止す
る条例
　条例を廃止する理由を伺う。
　花水台ハイムの老朽化が大き
な理由になるが、共同生活を望ま
ないなどで入所者が減少している
状況もある。費用対効果や施設へ
のニーズなどを総合的に考えて、
平成28年度末をもって廃止する。
　今後、母子生活支援はどのよ
うに進めていくのか。
　養育に不安を抱える母子家庭
の母親と子供に対して、行政から
の訪問支援を行い、相談体制の充
実、強化を図る。施設的な支援が

必要な場合には、他市にある同様
の施設を活用することで、対応し
ていきたい。
○議案第102号　平成28年度平塚
市一般会計補正予算
　予防費で開設準備の費用を計
上している子育て世代包括支援セ
ンターはどういうものなのか。
　妊娠から子育て期まで母子の
心身のケアや育児をサポートする
総合的な支援体制のことである。
　国が示しているメニューは非
常に幅広いが、どのような事業に
取り組むのか。
　利用者支援事業の中でも、専
門職である保健師や助産師が、不
安や悩みを抱えた妊産婦に寄り
添った支援ができる母子保健型を
目指し、具体的な事業をつめてい
るところである。

　議案１案件は原案どおり可決す
べきものと決定しました。
○議案第102号　平成28年度平塚
市一般会計補正予算
　学校管理費で、校務作業嘱託
員の賃金を計上しているが、仕事
内容を伺う。
　主に小・中学校の環境整備を
行っている。校内の修繕や樹木剪
定、落ち葉清掃などである。
　相模小学校移転整備事業で、
３か年の建築設計委託料を計上し
ているが、内容を伺う。
　国土交通省から、旧単価より
も上がった新技術者単価が示さ
れ、受託者から業務委託料変更の
協議申し出があったため新技術者
単価への増額分を計上している。

環境厚生

常任委員会の審査概要 今定例会に上程された議案は所管の常任委員会に付託して審査しました。
12月14日に開催した常任委員会の主な質疑を紹介します。

市
民
の
福
祉
の
増
進
に
よ
り

選
ば
れ
る
ま
ち
へ

内
堀 

祐
一 

議
員

ハ
ー
ド
事
業
と
市
財
政
へ
の
影
響

や
懸
案
の
見
附
台
周
辺
を
問
う

出
村 

光 

議
員

湘
南
フ
ォ
ー
ラ
ム

福
祉
施
策
に
つ
い
て

問　
高
齢
者
福
祉
計
画
の
現
状

と
今
後
の
予
定
を
伺
う
。

市
長
　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
最
重
要
課
題
と
し

て
、
高
齢
者
よ
ろ
ず
相
談
セ
ン

タ
ー
を
平
成
29
年
４
月
ま
で
に

５
か
所
増
設
す
る
。
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
は
、
地
域
住
民
が
参

加
し
、
介
護
予
防
に
取
り
組
む

通
い
の
場
を
住
民
主
体
で
運
営

で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
る
。

ま
た
、
医
療
と
介
護
の
連
携
を

強
化
す
る
た
め
、
外
部
委
員
に

よ
る
協
議
会
を
設
置
し
、
専
門

的
な
視
点
か
ら
地
域
性
を
踏
ま

え
た
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指

す
。
医
師
や
薬
剤
師
、
訪
問
看

護
師
、
介
護
支
援
専
門
員
な
ど

の
役
割
に
つ
い
て
相
互
理
解
を

図
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
に
役

立
て
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

在
宅
医
療
人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
て
い
る
。

問　
団
塊
世
代
が
後
期
高
齢
者

と
な
る
２
０
２
５
年
を
見
据
え

た
計
画
と
し
て
い
る
が
、
男
女

の
平
均
寿
命
に
近
づ
く
２
０
３

０
年
、
３
５
年
へ
の
対
応
が
重

要
で
は
な
い
か
。

福
祉
部
長
　
２
０
２
５
年
の
先

の
諸
課
題
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
に
、
段
階
的
に
３
年
ず
つ
計

画
を
作
っ
て
い
く
。

問　
平
均
寿
命
や
夫
婦
の
年
齢

統
計
な
ど
か
ら
、
老
老
介
護
の

の
ち
約
10
年
間
一
人
暮
ら
し
と

な
る
。
地
域
分
析
を
行
い
、
今

か
ら
在
宅
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

形
成
の
準
備
が
で
き
な
い
か
。

福
祉
部
長
　
29
年
4
月
に
日
常

生
活
圏
域
を
13
区
域
に
増
や

す
。
高
齢
者
よ
ろ
ず
相
談
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
、
行
政
も
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
各
区
域
を

分
析
し
て
い
き
た
い
。
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
を
通
じ
て
多
職
種
の

連
携
を
円
滑
に
進
め
、
区
域
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
を
強
化
さ

せ
て
い
く
。

問　
障
害
者
総
合
支
援
法
が
改

正
さ
れ
、
30
年
度
に
施
行
さ
れ

る
が
、
65
歳
問
題
に
つ
い
て
の

見
解
を
伺
う
。

市
長
　
65
歳
問
題
を
踏
ま
え
た

改
正
で
あ
り
、
法
の
趣
旨
に
則

り
、
準
備
を
進
め
て
い
く
。

問　
市
役
所
内
の
福
祉
シ
ョ
ッ

プ
「
あ
り
が
と
う
」
は
、
２
期

工
事
完
了
後
、
ど
の
よ
う
に
運

営
さ
れ
る
の
か
。

市
長
　
国
と
の
共
有
部
分
で
あ

る
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て

は
、
カ
フ
ェ
の
開
設
も
含
め
、

引
き
続
き
運
営
で
き
る
よ
う
協

議
し
て
い
く
。

問　
本
市
の
子
供
の
貧
困
の
現

状
を
伺
う
。

市
長
　
生
活
保
護
世
帯
や
ひ
と

り
親
世
帯
、
就
学
援
助
を
受
給

し
て
い
る
世
帯
な
ど
の
多
く
が

生
活
困
窮
世
帯
に
該
当
す
る
と

考
え
て
い
る
。
県
が
今
年
８
月

に
実
施
し
た
ひ
と
り
親
家
庭
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
も
実
態
把
握

の
一
つ
と
し
て
捉
え
た
い
。

問　
生
活
困
窮
世
帯
へ
、
ど
の

ハ
ー
ド
事
業
整
備
と

市
財
政
へ
の
影
響

問　
新
庁
舎
建
設
工
事
の
進
捗

と
各
部
署
の
配
置
を
伺
う
。

総
務
部
長
　
全
体
完
成
の
平
成

29
年
12
月
末
に
向
け
て
工
事
は

順
調
に
進
ん
で
い
る
。
各
部
署

の
配
置
は
、
市
民
の
声
も
参
考

に
し
な
が
ら
詳
細
な
検
討
を
行

う
。
配
置
が
決
ま
り
次
第
、
周

知
し
て
い
く
。

問　
駐
車
場
有
料
化
の
検
討
状

況
を
伺
う
。

総
務
部
長
　
28
年
度
中
に
駐
車

場
有
料
化
計
画
素
案
を
策
定
し

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。

問　
郵
便
局
前
交
差
点
の
相
互

通
行
の
検
討
状
況
を
伺
う
。

総
務
部
長
　
27
年
に
実
施
し
た

調
査
な
ど
を
基
に
、
周
辺
道
路

へ
の
影
響
や
歩
行
者
の
安
全
確

保
な
ど
に
つ
い
て
県
警
と
協
議

し
て
い
る
。
29
年
２
月
に
交
通

量
調
査
を
予
定
し
て
い
る
。

問　
市
民
病
院
整
備
事
業
の
進

捗
状
況
を
伺
う
。

市
民
病
院
事
務
局
長
　
新
館
は

28
年
３
月
に
竣
工
し
、
５
月
か

ら
診
療
を
開
始
し
た
。
引
き
続

き
北
棟
の
改
修
工
事
を
行
っ
て

お
り
、
29
年
度
中
に
南
棟
の
解

体
に
着
手
し
、
30
年
度
に
全
体

完
成
の
予
定
で
あ
る
。

問　
環
境
事
業
セ
ン
タ
ー
、
新

庁
舎
建
設
、
大
神
地
区
土
地
区

画
整
理
、
市
民
病
院
整
備
の
各

事
業
に
つ
い
て
、
投
資
額
と
元

金
償
還
額
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
27
年
度
決
算

額
で
、
四
つ
の
事
業
費
は
３
２

３
億
円
、
そ
れ
に
伴
い
借
り
入

れ
た
市
債
は
１
４
４
億
円
で
あ

る
。
今
後
５
年
間
の
市
債
の
元

金
償
還
額
は
、
28
年
度
が
５
億

よ
う
な
対
策
を
し
て
い
る
か
。

市
長
　
今
年
度
、
子
ど
も
・
子

育
て
推
進
会
議
を
立
ち
上
げ
、

子
供
の
貧
困
の
連
鎖
を
断
つ
た

め
の
取
り
組
み
と
し
て
学
習
支

援
に
重
点
を
置
い
た
高
校
進
学

支
援
を
進
め
て
い
る
。
学
習
支

援
事
業
で
は
、
生
活
保
護
世
帯

に
加
え
、
生
活
困
窮
世
帯
の
中

学
校
３
年
生
も
対
象
と
す
る
こ

と
や
、
日
常
的
生
活
習
慣
を
身

に
着
け
る
支
援
を
行
う
な
ど
拡

充
し
て
実
施
し
て
い
る
。
今
後

も
対
象
者
を
中
学
校
２
年
生
ま

で
拡
大
す
る
な
ど
事
業
内
容
の

充
実
に
向
け
て
進
め
て
い
く
。

問　
民
間
活
力
の
利
用
に
つ
い

て
伺
う
。

市
長
　
現
在
、
子
供
の
居
場
所

づ
く
り
や
学
習
支
援
、
子
ど
も

食
堂
な
ど
が
地
域
の
諸
団
体
に

よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
幅

広
く
民
間
と
連
携
を
図
る
こ
と

で
、
子
供
の
貧
困
対
策
に
資
す

る
支
援
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
る
。
必
要
に
応
じ
て
協
力
を

検
討
し
て
い
く
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問　
ス
ポ
ー

ツ
の
推
進　

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と

し
て　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光　

Ｏ
１
５
７
の
発
生　

市
内
施
設

で
の
事
故　

高
齢
者
の
自
動
車

事
故

１
千
万
円
で
あ
り
、
以
降
増
加

し
て
、
32
年
度
が
８
億
２
千
万

円
と
な
る
。

問　
大
型
事
業
の
市
財
政
健
全

化
へ
の
影
響
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
健
全
化
判
断

比
率
は
、
早
期
健
全
化
基
準
を

下
回
っ
て
お
り
一
定
の
健
全
性

を
確
保
し
て
い
る
。
し
か
し
、

後
年
世
代
に
負
荷
が
増
加
し
て

い
る
。

見
附
台
周
辺
地
区 

土
地
利
用
計
画
改
訂 

整
備
方
針
（
素
案
）

に

つ

い

て

問　
改
訂
し
た
整
備
方
針
の
変

更
点
と
考
え
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
定
期
借
地
権

に
よ
る
地
代
収
入
の
活
用
や
民

間
活
力
に
よ
る
効
率
化
を
目
指

す
な
ど
事
業
の
実
現
性
を
重
視

し
て
改
訂
し
た
。（
仮
称
）
新

文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
施
設
の
ス

リ
ム
化
に
よ
る
事
業
費
の
縮
減

を
図
る
。
崇
善
公
民
館
は
、
市

民
活
動
セ
ン
タ
ー
と
複
合
化
し

見
附
町
駐
車
場
の
ブ
ロ
ッ
ク
に

先
行
し
て
整
備
す
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問　
ツ
イ
ン

シ
テ
ィ
大
神
地
区
土
地
区
画
整

理
事
業　

待
機
児
童
年
間
ゼ
ロ

施
策　

真
田
特
定
土
地
区
画
整

理
事
業

湘南フォーラム 所 属 議 員

小泉 春雄 議員 山原 栄一 議員

教育民生




